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防災ラリー実施要領（指導者用） 
 

場 所：交流の家 所内 

ねらい：グループで防災に関する課題を解決していくラリーを通して、防災に関する知識 

や判断力、協調性を身につける。 

【ルール】 

・施設配置図を見て、グループごとに課題が設置してあるポイント（計６ヶ所）を回り、

得点を得る。 

・回る順序は各班で考えて回る（最初だけ指定） 

・課題によって得点は異なり、総得点を競う。 

・時間内にゴールできない場合は減点。（全ポイントを回れなくても終了） 

・グループ全員で歩いて行動する。※走って移動しない。 

 

≪進 行≫ 

時間 活動内容 備考 

 １ 防災ラリーの説明 

・ねらい、ルール、セーフティトーク 

・最初に行くポイントを指定 

 

２ グループ作戦会議 

・作戦会議を終えたところからスタートする。 

（適時トイレ休憩） 

 

３ ゴール・結果発表 

 

 

※地図、得点記録表配布 

 

※他チームの行動に影響さ 

れないように、はじめの１ 

ヶ所はグループごとに指 

定する。 

 

 

※早くゴールしたグループ 

はふりかえりをする。 

※困ったことや上手く解決 

できたこと糸口に、どうい 

う判断や行動があったの 

かをふりかえる。 
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＊ ポイント一覧 ＊ 

 

ﾎﾟｲ 

ﾝﾄ 

ジャ

ンル 
課 題 得点 

所要 

時間 
場所 

A 共助 みんなで脱 出
だっしゅつ

！ 50 ２０分 
野外活動棟 

（軽スポ） 

 

B 
自助 

共助 
火消し隊出動！ 50 １０分 富士ピロティ 

 

C 
自助 

共助 防災クイズ 50 ２0 分 
大浴場前 

（体育館や研修館でも可） 

 

D 
共助 

公助 
土のうをつくろう 50 ２０分 ビーチコート 

 

E 自助 備蓄品カード合わせ 50 １５分 
研修館 

（剣道場） 

 

F 共助 ケガ人救助 50 １５分 
柔道場 

（研修館） 

 

                                               合計 300 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配慮すべきポイント】 

・安全の確認（本部を設置し、緊急時は連絡できるようにする。） 

・判断力や行動力を試す機会を設けているため，あえて曖昧な情報を提供している 

ことがある。スタッフは安易に助言せずに，見守る姿勢を大事にする。 
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タイトル みんなで脱出！ 

ね ら い 

災害時には、建物からの脱出や危険な場所からの移動が必要な場合がある。

その時の脱出や移動をイメージしてこのアクティビティを行うことで、一人

ではどうしようもないことでも、協力すれば成し遂げられるということを体

験的に学習する。 

概  要 
災害時の建物からの脱出と仮定してイニシアティブゲームの一つである「ス

パイダーネット」を行い、班で協力してロープの反対側に移動する。 

実施場所 野外炊事場（軽スポでも可） 

得点方法 

脱出できた人数に応じて担当スタッフ（引率者）が配点する。 

全員脱出＝５０点 １人逃げ遅れ＝４０点 ２人逃げ遅れ＝３０点 

３人逃げ遅れ＝２０点   それ以上＝１０点 

所要時間 
約２0分 

※チャレンジは一班につき、３回まで。 

貸出物品 ３０m 程度のロープ（すずらんテープ）数本 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0:00 

 

 

 

 

 

 

 

0:05 

 

0:1０ 

 

 

0:20 

 

 

 

 

① ルール説明 

 

 

 

 

 

 

 

② ５分間作戦タイム 

 

③ チャレンジ開始 

※チャレンジは３回まで。 

 

④ チャレンジ終了。 

 

 

 

 

・身体接触が高いので、そのことに 

気を配る。 

 

・全員で関わることの意識づけや役

割（安全確保のためのスポッター

役など）を提案するなどして行う。 

 

・頭からの転落や無理のある姿勢に 

ついて特に注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全員がロープの反対側に移動する。 

・同じ隙間を複数の人が使うことは出 

来ない。 

・一人でもロープに体が触れれば、全

員始めからやり直し。 
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タイトル 火消し隊出動！ 

ね ら い 
・消火器の使用方法を確認し、火災が発生した際に適切に初期消火を行える

ようにする。 

概  要 水消火器で火を模したまとを倒す 

実施場所 富士ピロティ 

得点方法 

スタート後から、かかった時間に応じて担当スタッフ（引率者）が配点する。 

10 秒以内＝５０点、15 秒以内＝４０点、 

20 秒以内＝３０点、 それ以上＝２０点 

所要時間 １０分程度 

貸出物品 ストップウォッチ、的（６個）、水消火器（６本） 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0：00 

 

 

 

 

 

 

 

0：05 

 

 

 

 

0：0８ 

 

 

① ルール説明 

 

 

 

 

 

 

 

練習 

ピンを外す⇒ノズルを持つ⇒「火事だ！」

と叫びながらレバーを引く 

 

 

② スタート（ピンを抜くところからスタ

ートする） 

 

※所要時間に応じて得点を与える。 

 

・消火器による初期消火についての

説明（消火器の使い方、水は火の根

元に当てる、自分の腰より火が大き

い場合はすぐ逃げる）を行い、イメ

ージを持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ひとり１つの的を倒すことができた

タイムを競う 

・的を倒した人からその場に座り、全

員が座ったらゴール 
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タイトル 防災クイズ 

ね ら い 
・防災に関わる基本的な知識を得る。 

・防災行動に移すための判断材料やその考え方について学ぶ。 

概  要 防災に関する問題に解答する。 

実施場所 大浴場前（体育館または研修館でも可） 

得点方法 

正解した数に応じて班付きリーダーが配点します。 

問題①～⑧＝各５点 

問題⑨  ＝１つにつき３点、３つ以上＝１０点 

所要時間 ２０分程度 

貸出物品 クイズの問題用紙 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0：00 

 

 

 

 

 

 

0：20 

 

 

 

 

 

① ルール説明 

 

 

 

 

 

 

② スタッフ（引率者）は、グループが導 

き出した答えを確認し、答え合わせをす 

る。 

 

 

 

・問題用紙を予め、大浴場前の通路

に設置しておく。 

 

 

 

 

 

 

・答え自体よりも、その根拠が重要 

である。グループ内でお互いの答

えを打ち消し合う様子が見られた

ら、じっくりとその根拠をグルー

プ全体で聞ける雰囲気づくりをつ

くる。 

 

 

 

 

 

 

・大浴場前の壁にクイズが貼られて

いるので探すとこからスタート。 

 （全部で９問） 

・グループで相談して答えを導き出 

す。 
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タイトル 土のうをつくろう 

ね ら い 

大雨や台風等で河川が氾濫し、近隣の住宅に浸水する被害が発生している。

対策の１つとして、玄関に土のうを積み浸水を防ぐことができる。土のうを

上手に積み、浸水の被害を最小限に抑える訓練をする。 

概  要 
決められた数の土のうを作り、それを積む。積み方がポイント。 

実施場所 ビーチコート 

得点方法 

土のうをひとり 2 個作成し、ビーチコート入口に積むタイムを競う。 

5 分以内に完了し、隙間なく積めた=５０点 

5 分以内に完了したが、隙間がある=３０点 

5 分以上で完了=１０点 

所要時間 ２０分 

貸出物品 ・スコップ ・土のう袋   持参物品（靴カバー・軍手） 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0:00 

 

 

 

 

 

 

0:05 

 

 

 

0:10 

 

0:15 

 

 

 

① ルール説明、作戦会議 

 

 

 

 

 

 

② スタート 

 

 

 

③ 終了、採点 

 

③  片付け 

 

 

 

ビーチコートの砂は掘りすぎると

色が濃い砂が出てくるので、掘りす

ぎないよう注意させる。 

【完成形の理想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参照：自衛隊 LIFEHACK） 

袋から土を出し、掘った穴に戻す 

・土のうを班の人数×２こ（５人班

なら 10個、10人班なら 12 個）作

成し、それをピラミッド型に積む速

さときれいさを競う 
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タイトル 備蓄品カード合わせ 

ね ら い 

災害備蓄としてどんな物品を準備するべきか、ゲーム性を持たせながら学

ぶ。 

概  要 
チーム戦神経衰弱の絵柄が防災備蓄品バージョン 

 

実施場所 研修館（剣道場） 

得点方法 
セットを作れたカードに割り振られた点数が得点になる。 

１セット ４点   A と B の備蓄品の違いが正解したら 1０点  

所要時間 １５分 

貸出物品 A4 サイズの備蓄品カード 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0:00 

 

 

 

 

 

 

 

0:05 

 

 

 

0:20 

 

 

 

 

 

 

 

① ルール説明 

 

 

 

 

 

 

 

② スタート 

③ 合わさったカードを基に、A と B の備

蓄品の違いをグループで考える。 

 

④  採点、解説 

A と B の違い 

A は期限があり、ローリングストック

をする備蓄品。Bは使用期限がない備

蓄品。 

 

 

 

滑って転ばないように注意させる。 

 

 

 

 

 

 

・カードは２０枚 

・チームで１０ターン（1 ターンご

とにカードを 2 枚めくることがで

き、絵柄が合えば得点） 
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タイトル ケガ人救助 

ね ら い 応急担架の作り方を学び、チームで力を合わせて運ぶことで協調性を育む 

概  要 応急担架をつくり、ケガ人をA 地点から B地点まで運ぶ 

実施場所 柔道場（研修館） 

得点方法 

結果に応じて班付きリーダーが配点します。 

時間内にケガ人を落とさず A 地点から B 地点まで運ぶ＝5０点 

途中まで運べた ＝ ３０点 

それ以外 ＝ 10 点 

所要時間 １５分 

貸出物品 毛布、物干しざお×２ 

 

≪手順・内容≫ 

時 間 手順・内容 
備考 

（参加者の反応・スタッフの動き） 

0:00 

 

0:05 

 

0:15 

① ルール説明 

 

② スタート 

 

③ 採点、片付け 
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